
 

   

1.背景・目的

2014

回近接目視を基本とする定期点検が義務付けられ，点

検を必要とする橋長が

により地方自治体の橋梁点検業務の作業量は膨大なも

のとなり，これらにどのように対応するかが大きな課

題となっている．

本研究では，これらの作業の簡略化を可能とする，

回転式打音検査システムの活用を検討している．

この回転式打音検査システムとは，図

可搬できる専用台車装置の中に，打音を発生させる，

ヘキサゴンと呼ばれる

置し，これを

打音を発生させ，この音を集音マイクで録音する機器

のことであり，更に現地で録音した打音のデータを解

析するプログラムが一体となったシステムである．こ

の回転式打音検査システムの特徴としては，

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

であり，これらの特徴

目途が立てば，橋梁点検業務の遂行に大きな効果があ

ると考えられる．

その為，この回転式打音検査システムの精度向上を図

るうえで，

① 

② 
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2014 年 3 月に橋長

回近接目視を基本とする定期点検が義務付けられ，点

検を必要とする橋長が

により地方自治体の橋梁点検業務の作業量は膨大なも

のとなり，これらにどのように対応するかが大きな課

題となっている．

本研究では，これらの作業の簡略化を可能とする，

回転式打音検査システムの活用を検討している．

この回転式打音検査システムとは，図

可搬できる専用台車装置の中に，打音を発生させる，

ヘキサゴンと呼ばれる

置し，これを橋面

打音を発生させ，この音を集音マイクで録音する機器

のことであり，更に現地で録音した打音のデータを解

析するプログラムが一体となったシステムである．こ

の回転式打音検査システムの特徴としては，

 打音の大きさがほぼ安定して得られる，

 打音の位置がヘキサゴンの角の間隔で一定化する

ため，異音位置が特定できる，

 録音するため，検査後の音響分析等が可能である，

 交通規制が必要な道路上でも，短い時間で大量のデ

ータ収集が可能である，

 測定にあたっては特殊な技能は必要なく，誰でも計

測が可能である，

 特殊な機器や精密機器が設置されているわけでは

なく，装置自身が比較的シンプルである，

であり，これらの特徴

目途が立てば，橋梁点検業務の遂行に大きな効果があ

ると考えられる．

その為，この回転式打音検査システムの精度向上を図

るうえで， 

 打音結果の分析方法，

 打音結果と
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により地方自治体の橋梁点検業務の作業量は膨大なも

のとなり，これらにどのように対応するかが大きな課

題となっている． 

本研究では，これらの作業の簡略化を可能とする，

回転式打音検査システムの活用を検討している．

この回転式打音検査システムとは，図

可搬できる専用台車装置の中に，打音を発生させる，

ヘキサゴンと呼ばれる 6 

橋面上で連続的に回転させることにより

打音を発生させ，この音を集音マイクで録音する機器

のことであり，更に現地で録音した打音のデータを解

析するプログラムが一体となったシステムである．こ

の回転式打音検査システムの特徴としては，

打音の大きさがほぼ安定して得られる，

打音の位置がヘキサゴンの角の間隔で一定化する

ため，異音位置が特定できる，

録音するため，検査後の音響分析等が可能である，

交通規制が必要な道路上でも，短い時間で大量のデ

ータ収集が可能である，

測定にあたっては特殊な技能は必要なく，誰でも計

測が可能である， 

特殊な機器や精密機器が設置されているわけでは

なく，装置自身が比較的シンプルである，
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2m 以上の道路橋が，

回近接目視を基本とする定期点検が義務付けられ，点
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について更なる明確化を目指して，産官学連携体制を

構築して研究を行ってきた．
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程度の表現として，音響周波数分析が活用できること

を示した．それぞれの結果により，本システムで生じ

た異音発生条件とその分析方法の研究に進捗があった

が，残された課題としては，実橋における音響周波数

分析の結果が，異音発生位置を明確に表現できるかど

うかの検証は未実施であった．

そこで本研究では，実橋（橋長

桁橋）の計測結果に従来法と今回法と相関性がどのよ

うに出るのか確認を行った．

 

2.調査対象

調査対象は，橋長
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桁とコンクリート舗装部との剥離を検知しているもの

と想定される．

 

 

 

 

 

 

 

 

3.調査結果（従来法）

従来法による橋梁上面での異音分布図（異音マップ

図）を図

打音点の音を高速フーリエ変換（

ペクトル分析を行って，健全部と定義した音のスペク

トルを差し引き，この差し引き後の音データに対して

ある決められた周波数範囲で，一定のレベルを超えた

周波数部分を異音と判定し，オレンジ色で示している．
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を示した．それぞれの結果により，本システムで生じ
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なるように表現している．本結果は，図

結果となっていることが分かり，これより従来法と同

様な判断ができる結果となっていることが分かる．
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